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ポス ト国民国家へ と移行す る社会 を読み解 く

次世代カ リキュラムの開発研究(1)
一言説を構成原理とする高校地理歴史科世界史の場合一
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1.は じめに

　知識基盤社会化や グローバル化 している知識基盤社

会において,社 会問題は世界史カ リキュラムの主要単

元でこそ扱 うべき教材であろ う。例えば,ポ ス ト国民

国家へと移行す るグローバル社会を研究対象にしてい

る社会学者のウル リッヒ・ベ ック1)は,近 代社会 と現

代社会について次のように論究している。すなわち,

近代社会では個々人が伝統や共同体から解放 され自由

になったが,そ れ故に基盤 を持たず不安感 をもった

個々人は制度化 され一定の枠組みに適合するように個

人化が進行 したとす る。一方で近代社会を反省 して成

立した(し つつある)現 代社会では,個 々人が社会や

制度から自律 し多様な経路をもつ個人化が進行 してい

るとい う。そして個人が直面す る社会問題の質的な変

化にもベ ックは言及する。近代社会における個人が直

面す る社会問題 とい うものは,国 民国家や政党政治,

科学的専門家,福 祉国家,学 校,家 族など近代化が生

み出した諸制度に関する問題であった。個人は,こ の

ような問題を本来の近代化を進めることが不十分なた

め発生していると分析 した。また,個 人は,近 代化が

生み出 した国民国家や福祉国家などの諸制度を補完す

れば,こ れ らの社会問題を解決できると考えている。

しかし,現 代社会において,自 律 し多様な個人として

自由を勝ち取った(と 考えている)個 人の出現は,グ

ローバル化やシステム化の進行 もあって,近 代社会が

創 りだした国民国家や福祉国家を解体させ,社 会問題

に直面した個人への支援や保護を弱体化 させた。そし

て,個 人を社会問題にさらけだしただけではなく,こ

れまでは予測し解決できると考えていた社会問題では

なく,思 いもよらない予測不能である社会問題の危険

(リスク)に 個人を直面 させる。

　このような危険(リ スク)社 会において,ベ ックは

自律 した個人を前提 とし,多 様性をもつ個々人が社会

問題 に対 して主体的に思考判断することが一層重要で

あると考えている。 しか し,実 際の個々人は,動 物化

やマク ドナル ド化などと称される社会環境によって表

面的な感情や心理を操作する影響を受けやすくなって

いる。そして,他 者,特 に権力者は個々人を傷つけず,

また管理 していることも自覚 させず コン トロールす

る。個々人は自分や他者の内面の価値観や思考を配慮

せず,他 者に依存 ・同化させ られている。社会問題へ

の対応も他者(権 力者)が 望むもの となってお り,画

一的な社会を形成 しやすくなっている
。

　以上のようなベックの論理と現状に基づくと,グ ロ
ーバル化 した世界で生きることを要求されている次世

代の生徒は,社 会問題の解決の困難性や新 しい社会問

題の出現に直面 していることを自覚する必要がある。

また,社 会問題への対応が,他 者に誘導され閉ざされ

ていることを反省することが重要である。社会問題の

解決を主体的に思考 し判断するために,生 徒自身が他

者による影響や操作を理解するとともに,自 分の思考

や判断を反省 し,自 身や他者の価値観やその価値観 に

結びつく権力作用などとともに,よ り内面に対する認

識を深化させる必要性に迫 られている。

　このことか ら,社 会を認識させ市民的資質を育成す

ることを役割とする社会系教科は,社 会問題 とその解

決方法を他者によって創 られたもの として扱 う。そ し

て,他 者の思考に共感 し無意識 ・無批判に受容する生

徒 自身を反省 させ,主 体的に思考 ・判断する資質を育

成 しなければな らない。また特に,社 会問題が近代社

会において形成された問題であるならば,歴 史教育に

おいてこそ,教 育内容や教育 目標の主題 に社会問題 と
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その解決方法を学習することを取 り上げ,単 元を組織

しなければならない。

　すでに歴史教育とその研究では,社 会問題を言説 と

認識 させ,社 会問題を創 り出している価値対立の構造

を明らかにすることで,生 徒 自身が社会問題を反省 し

社会問題の認識を深める単元が開発 されている2)。

　そこでこれまでの先行研究を発展 させ,本研究では,

社会問題を言説 として認識 させ る高校地理歴史科世界

史の次世代カ リキュラムの開発を行い,生 徒がポス ト

国民国家に移行する社会を読み解 くことを可能にした

い。次世代カ リキュラムは近代化にもとつ く従来の

「国民」意識を中心とす る国家の形成が不可能となる

中で,新 しい 「国民」意識にもとつく国家のあ り方を

追究する。そ うすることで国家や社会に対して批判的

に行動する資質を育成 し,他 の人々と共同 ・連帯す る

ことで市民社会を形成 していく方法を認識 させ る構成

になるように試みた。

2.高 校地理歴史科世界史の次世代カ リキュラムの開発

　 高校 地理歴 史科 世界史の次世代 カ リキュ ラム として

開発 した ものを示 してい るのが表1で あ る。 カ リキュ

ラムは導入単元 「言説 『帝国』 を考 える」3),単 元1

「言説 『国民国家』 を考 える」4),単 元2「 言説 『宗

教』 を考 える」5),単 元3「 言説 『福祉 国家』 を考 え

る」6),終 結単元 「言説 『平和』を考 える」7)の5単

元で構成す る。

　 導入 単元 は小 単元1「 『帝国』 とは何 か」,小 単元2

「ローマ帝 国時代 の帝国」,小単元3「 大航海 時代の帝

国」,小 単元4「 帝国主義時代 の帝国」,小 単元5「 帝

国 を考え る」の5つ の小単元で構成 す る。 単元の主要

な教材 は ローマ帝国の皇帝が権 力 を表象 す るために創

った建 造物,イ ンカ帝国を ヨー ロッパに紹介 したスペ

イ ン宣教師の記録 文書,大 英 帝国 ・フ ランス植 民地帝

国 ・大 日本 帝国の植 民地 との関係 をイメージ させ る博

覧会 の展示 を選択 し,言 語 「帝国」の使 用法を構 築で

き るよ うに配列 してい る。 その学習内容 は,帝 国は,

皇帝が支配 した広大な国家や ローマ帝国に匹敵す るほ

ど優 れた国家,植 民地支 配を強調す る強い国家を意 味

す るよ うにな るとい う歴 史的認識 を構 築 させ る。 そ し

て,帝 国 とい う言語 は国家の支配 力や 豊か さな ど国家

のあ り様 を説 明す る多様 な意 味を もつ言葉 であ るとい

う社 会的認識 を構 築 させ。 さらに,現 在 では言語 「帝

国」は,ア ップル な ど国家以外 の クローバル 企業に も

使 用 され るとい う社 会的認識 へ再構 築 させ るもの とな

ってい る。

　 この ことか ら,導 入単元の教 育内容 は,「 帝国」は,

皇帝が支配 す る広大な国家,ロ ーマ帝国に匹敵す る豊

かな国家,植 民地支配を強調する国家などを意味する

ようになったとい う歴史的認識に基づいて,私 達は 「帝

国」に多様な歴史的イメージを結びつけ,国 家の支配

力や豊かさなど国家のありようを説明するために使用

しているとい う社会的認識を構築 し,自 身の言語使用

を反省する。そ して,歴 史的なイメージに基づかない

国家以外の企業や組織の支配力や豊かさを説明する多

様な意味をもつ言葉であるとい う社会的認識へ再構築

させるもの となる。っま り,教 育内容は,現 代社会の

構築性を認識するために,現 代社会を説明する言語 と

その使用法を区別 し,言 語使用についての歴史的認識

を社会的認識へ と再構築する方法 を認識 させ ること

で,グ ローバル化に直面する国家 ・社会を言説 として

読み解くカ リキュラム全体の視点を形成することを目

標にしている。

　単元1「 言説 『国民国家』を考える」は小単元1「 『国

民国家』 とは何か」,小単元2「 イスラエル共和国に

基づ く国民国家」,小 単元3「 アメリカ合衆国に基づ

く国民国家」,小単元4「 国民国家を考える」の4つ の

小単元で構成する。単元はイスラエル共和国の独立宣

言やキング牧師の演説を主要な教材 として選択 し,言

葉 「国民国家」の使用法を反省 し,国 民国家が民族問

題を創 り出し,ま たその問題 に対応 した言葉として新

たに構築できるように配列 している。その学習内容は,

国民国家は歴史的な指導者の考え方に基づいて,文 化

的に閉ざされた国民や多文化主義を尊重する国民を創

り出すことによって成立する国家であるとい う歴史的

認識 を構築 させる。そ して,私 達は 「国民国家」を国

民に多様な文化を認 める,認 めない とい う歴史的な考

え方を結びつけて使用 しているとい う社会的認識を構

築させる。最後に,こ の歴史的な考えに基づく国民国

家が民族問題の原因であることから,開 かれた国民国

家を形成するために,「国民国家」の新 しい使用法を生

徒に考えさせるとい うものになっている。

　このことか ら,単元1の 教育内容は,「国民国家」の

使用法についての歴史的認識に基づき,私 達は 「国民

国家」に多様な歴史的な考え方が結びけて使用 してい

るとい う社会的認識を構築 し自身の言語使用を反省す

る。そ して,言 語 「国民国家」が創 り出した民族問題

を解決するために,歴 史的な価値観 に基づかない 「国

民国家」の新 しい使用法を生徒が追究するとい う社会

的認識へ再構築するものになっている。つまり,教 育

内容は社会問題の原因の構築性 を認識するために,社

会問題の原因を説明する言語を言語 とその使用法に区

別 し,言 語使用についての歴史的認識を社会的認識へ

再構築する方法を学習させることで,グ ローバル化に

直面する国民国家の動揺とその対応を言説 として読み
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表1　 高校地理歴史科世界史の次世代カ リキュラムの構成

単元 小単元 小単元の主要な学習内容
単元の
教育内容

カリキュラ

ムの目標

導入単
一　　　曇
兀:口

説 「帝

国 」 を

考 え る

1「 帝 国」 と

は何か

中学校の歴史授業で学習 したローマ帝国やインカ帝国,大 日本帝国など
「帝国」の名称 と結びついた国家のイメージや現代世界で 「帝国」と称

され国家のイメージなどを生徒に考えさせながら,生 徒 自身がもってい

る 「帝国」のイメージを自覚 させる。

「帝国」の使

用法について
の歴史的認識

に基づいて,

私達は 「帝国」

に多様な歴史

的イメージを

結びつけ,国

家の支配力や

豊かさなど国

家を説明する

ために使用 し

ているとい う

社会的認識を

構築 し,自 身
の言語使用を

反省する。そ
して,歴 史的

なイメージに

基づかない国

家以外の企業

や組織の支配

力や豊かさを

説明する多様

な意味をもつ

言葉であると
いう社会的認

識へ再構築す

る。

現代社会
の構築性

を認識す

る た め

に,現 代

社会 を説

明す る言

語を言語

とその使

用法 を区

別 し,言

語使用に
ついての

歴史的認

識を社会

的認識へ

再構築す

る方法を

学習 させ

る　こ　と

で,グ ロ
ーバル化

に直面す

る国家 ・

社会 を言

説 として

読み解 く

視点を形

成する。

2ロ ーマ帝国

時代の帝国

コロッセ ウムや凱旋門などを建設するなどローマ皇帝の権力が強 く地

中海周辺を支配 した広大で文明が高いなどのローマ帝国についての当
時の人々のイメージを理解 させる。そして,ロ ーマ帝国時代の帝国は,

皇帝に支配が及ぶ広大で文明の高い国家 を意味するものであった とい

う歴史的認識を構築 させる。
3大 航海時代

の帝国

ローマ帝国に匹敵するほどの政治を行 う豊かで優れた国家である,と い

うインカ帝国についてのスペイン人宣教師のイメージを理解 させる。そ
して,大 航海時代の帝国は,皇 帝が支配 した広大な国家 とローマ帝国に

匹敵するほ ど優れた豊かな国家を意味す るようになるとい う歴史的認

識を構築 させる。

4帝 国主義時

代の帝国

植民地支配を強調する強い国家 という,帝 国主義時代の人々のイメージ
を理解 させる。そして,帝 国主義時代の帝国は,皇 帝が支配 した広大な

国家や ローマ帝国に匹敵するほど優れた国家,植 民地支配を強調する強
い国家を意味するようになるという歴史的認識を構築 させる。そして,

帝国という言語は,国 家の支配力や豊かさなど国家のあり様を説明す る

多様な意味をもつ言葉であるという社会的認識を構築 させる。
5帝 国を考え

　る

100万人以上の人々がアップルやその下請けで働 き生計を立てているこ

となどを事例にして,現 代社会では国家 よりも影響力がある多国籍企業

を帝国と説明するようになっていることを理解 させる。そして,帝 国は

国家だけでなく,企 業の支配力や豊かさを説明するなど意味や使い方が

変化 しているという社会的認識にさらに構築 させる。

1:言

説 「国

民　 国

家」 を

考 える

1　 「国 民 国

家」とは何
　か

日本国民と言われた場合,ど のような文化や習慣を思い出すかを確認 さ

せる。また,ア メリカ国民と言われた場合はどのような文化や習慣を思

い浮かべるかも確認 させる。そ して,生 徒 自身がもっている 「国民国家」

のイメージを自覚 させる。

「国民国家」

の使用法につ

いての歴史的

認 識 に 基 づ
き,私達は 「国

民国家」に多

様な歴史的な

考え方が結び

けて使用 して
いるという社

会的認識を構

築 し自身の言

語使用を反省

する。そして,

言語 「国民国

家」が創 り出
した民族問題

を解決するた

めに,歴 史的

な価値観に基
づかない 「国

民国家」の新
しい使用法を

生徒が追究す

るという社会

的認識へ再構

築する。

社会問題
の原因を

説明する

言語 を言
語 とその

使用法に

区別 し,
その言語

使用 につ
いての歴

史的認識
を社会的

認識へ再
構築する

方法 を認

識 させる
ことで,

グローバ

ル化 に直

面す る国

民国家の

動揺 とそ
の対応を

言説 とし
て読み解

く方法を

獲 得 す
る。

2イ スラエル

共和国に基
づく国民国

家

ベ ングリオンなどの指導者が発表 したイスラエル独立宣言によってイ

スラエル共和国が成立したことを確認 させる。次に,ベ ングリオンらに

よる独立宣言 とイスラエル共和国の成立は,一 元的なアイデンティティ

と単一な文化意識 を持つイスラエル国民を創 り出そ うとい う目的があ
ったことを解釈 させる。そしてその目的の背景には,イ スラエル共和国

を文化的に閉 ざされた国民によって形成 したいとい うベ ングリオンら
の考えがあることを分析する。最後に,イ スラエル共和国は,文 化的に

閉ざされた国民によって形成 したい とい うベングリオンの考えに基づ

く国民国家であり,パ レスチナ問題 という民族問題を引き起 こしたとい

う歴史的認識を構築する。

3ア メ リカ合

衆国に基づ

　く国民国家

1960年 代にアメリカ合衆国のキング牧師の演説によって公民権法が成

立したことを確認 させる。次に,キ ング牧師の演説 と公民権法の成立は,

民族問題を解決するために,一 元的なアイデンティティを維持 しつつ,

多様 な文化意識を尊重す るアメリカ国民を創 り出 したいとい う目的が
あったことを解釈 させる。そしてその目的の背景には,民 族問題を解決

するために,多 文化主義を尊重する国民によってアメリカ合衆国を変化
させたいというキング牧師の考えがあることを分析 させる。アメリカ合

衆国は,民 族問題を解決するために,多 文化主義を尊重する国民を創 り
たいという歴史的指導者の考えに基づ く国民国家であり,文 化戦争 とい

う民族問題に直面しているという歴史的認識を構築する。最後に,国 民

国家は,歴 史的な指導者の考え方に基づ く国家であり,文 化的に閉ざさ

れた国民や多文化主義を尊重す る国民などによ り創 られる国家である
という歴史的認識を構築する。そして,私 達は 「国民国家」を国民に多

様な文化を認める,認 めないという歴史的な考え方を結びつけて使用 し
ているという社会的認識を構築 させる。

4国 民国家を

考える。

これまで学習 した歴史的な考え方に基づ く二つのタイプの国民国家は,

民族問題を創 りだした一方で,民 族問題を解決 しようとしたが,う まく

機能 していないことを説明する。そして,ヨ ーロッパ連合にみることが

できる民族意識 ・国民意識 ・ヨーロッパ市民意識の形成についての事例
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から,ア イデンティティが多元化 された開かれた国民国家の可能性が模

索されていることを解釈 させる。最後に,開 かれた国民国家を形成す る
ために,歴 史的な考え方に基づかない 「国民国家」の新 しい使用法を生

徒に考えさせる。

2:言

説 「宗

教 」 を

考 える

1「 宗教ナ シ

　ョ ナ リ ズ

ム」 とは何

　か

世界の主要な宗教の特質や布教地域などを確認 し,靖 国問題などの国家

と宗教の問題に対 して生徒の意見を求める。そして,生 徒 自身がもって
いる 「宗教ナショナリズム」のイメージを自覚 させる。

「宗教」の言

語使用につい

ての歴史的認

識 に 基 づ い

て,「宗教」は

様々な歴史的

権力者のナシ
ョナ リズム化

という考えに

基づいて使用

される場合が

あるという社

会的認識を構

築 させ,自 身
の言語使用を

反省 させる。

そして,宗 教

ナショナリズ
ム問題を解決

するために,

歴史的な価値

観に基づかな
い 「宗教」の

新 しい使用法

を生徒に追究

させるとい う

社会的認識へ

再構築する。

社会問題
の構築性

を認識す

る た め

に,社 会

問題 を説

明す る言

語を言語

とその使

用法 に区

別 し,歴

史的認識

を社会的

認識へ再

構築する

方法 を学

習 させる
ことで,

グローバ
ル化 に直

面す る国

民国家の

動揺 とそ
の対応を

言説 とし

て読み解

く方法を

獲 得 す

る。

2イ ランにお

　けるイスラ
ム教

イラン ・イスラーム共和国のホメイニ氏の言葉によって,成 立したイラ

ン憲法でイスラーム教シーア派がイランの国教 となったことを確認 さ

せる。そして,イ スラーム教シーア派の国教化は,一 元的な宗教的帰属

意識 と均一な宗教的統合意識を形成 させ るようとする目的があった こ
とを理解 させる。次に,そ の目的の背景には,成 立したイラン ・イスラ
ーム共和国を確立させよ うとす るホメイニ氏の考えがあることを分析

させる。最後に,イ ラン・イスラーム共和国のイスラーム教は,イ ラン ・

イスラーム共和国を確立させよ うとす る歴史的権力者の考えに基づ く

宗教であり,イ スラム教シーア派以外の宗教が排除される宗教ナショナ
リズム問題に直面したという歴史的認識を構築 させる。

3ア メ リカの

ユダヤ ・キ

　リス ト教的

宗教

宗教排除問題を解決するために,ア メリカ合衆国が独立戦争後に信仰の

自由を憲法などで保障したことを確認 させる。一方で,南 北戦争の時の

リンカーンの演説や同時多発テロの際のブッシュ大統領の演説により,
ユダヤ ・キリス ト教的宗教への信仰が人々のあいだに広がったことを理

解 させる。そして,大 統領の演説によるユダヤ ・キリス ト教的宗教の信

仰の拡大は,宗 教的帰属意識を自由化する一方で,均 一な宗教的統合意

識 を形成 させよ うとする歴代の大統領の目的があったことを解釈 させ

る。そしてその目的の背景には,危 機に直面する合衆国を維持するため

にアメリカ市民による結束を強化 しようとする歴代の大統領の考えが

あることを分析する。次に,ア メリカのユダヤ ・キリス ト教的宗教はア

メ リカ合衆国を維持するためにアメリカ市民の団結を強化 しようとす

る歴史的権力者の考えに基づ く宗教であり,ユ ダヤ ・キリス ト教的宗教

に同化を強制する宗教問題に直面 したという歴史的認識を構築する。最後

に,宗 教は歴史的権力者の考えに基づき信仰 される場合 もあり,国 民や

市民をナショナリズム化 しようとする意図から,多 様な性質をもつ よう

に創 られる場合があるという歴史的認識を構築 させる。そして,私 達は
「宗教」にナショナリズムという歴史的な考え方を結びつけて使用す る

場合があるという社会的認識を構築 させる。

4宗 教を考え

　る

これまで学習 した宗教ナシ ョナ リズムとい う歴史的な考え方に基づ く

宗教が,宗 教排除問題や宗教同化問題の原因であることを確認する。そ
して,宗 教ナショナリズム問題を解決 しようとする ドイツの宗教的帰属

意識 の多元化 と宗教的統合意識の多様化 に基づく多元的宗教の可能性
を事例にして,新 しい宗教 と国家 ・市民との関係が模索されていること

を理解 させる。最後に,多 元的宗教を形成するため,歴 史的な考えに基
づかない 「宗教」の新 しい使用法を生徒に考えさせる。

3:言

説 「福

祉　国

家」 を

考える

1　 「福 祉 国

家」とはど
のような国

家か

軍国主義的なイメージが強い ドイツ帝国を,福 祉国家 として説明する研

究者がいることを説明し,福 祉国家に興味をもたせる。そして,生 徒 自

身がもっている 「福祉国家」のイメージを自覚 させる。

「福祉国家」

の言語使用に

ついての歴史

的認識に基づ

き,「 福祉 国

家」には労働

問題の解決の

ために,多 様

な歴史的な考

え方を結びつ

けて使用 して
いるという社

会的認識を構

築 させ,自 身
の言語使用を

反省 させる。

そ して,労 働

問題を解決す

るために,歴

史的な価値観

に基づかない
「福祉国家」

社会問題
への対応

の構築性

を認識す

る た め

に,社 会

問題 を説

明す る言

語を言語

とその使

用法 に区

別 し,歴

史的認識

を社会的

認識へ再

構築する

方法 を学

習 させる
ことで,

グローバ
ル化 に直

面す る国

2ド イツ帝国

　に基づく福

祉国家

皇帝 ヴィルヘルム1世 の言葉を受けた宰相 ビスマルクの社会政策は,①

工業化による労働問題を解決 したい,② 貧 しい労働者が働かなくても生

活できるように援助 したい,③ 育児や介護は家族(女 性)に 負担 しても
らいたいという目的があったことを理解 させる。そしてその目的の背景

には,工 業化による労働問題の解決には国家だけでなく家族 も中心とな

るべきだとい う皇帝ヴィルヘルム1世 や宰相 ビスマル クの考えがある

ことを分析 させる。最後に,ド イツ帝国は工業化による労働問題には国

家だけでなく家族 も中心となるべきだとい う歴史的権力者の考え方に
基づ く福祉国家であるという歴史的認識を構築 させる。

3ア メ リカ合

衆国に基づ

　く福祉国家

フランクリン=ロ ーズヴェル トの演説により制定された社会保障法は,

①工業化による労働問題を解決 したい,② 貧 しい労働者には生活のため

に,企 業でできるだけ働けるように援助 したい,③ 育児や介護は家族(女

性)に 負担 してもらいたいという目的があったことを理解 させる。そし

て,そ の目的の背景には,工 業化による労働問題の解決には企業が中心

となるべきだというローズヴェル トの考えがあることを分析 させる。最

後に,ア メリカ合衆国は,工 業化による労働問題の解決には企業が中心

となるべきだ とい う歴史的権力者の考え方に基づく福祉国家であると
いう歴史的認識を構築 させる。
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4ス ウ ェーデ ハ ンソン首相の演説を受 けたメッレル社会大臣が行った社会福祉政策 の新 しい使用 民国家の
ン王国に基 は,① 脱工業化による労働問題を解決 したい,② 全ての労働者が働かな 法を生徒それ 動揺 とそ
つくの福祉 くても生活できるように援助 したい,③ 育児や介護から家族(女 性)が それに追究さ の対応を

国家 自由になるように援助 したいという目的があったことを理解 させる。そ せるという社 言説 とし
して,そ の目的の背景には,脱 工業化による労働問題の解決には国家が 会的認識へ再 て読み解

中心 となるべきだとい うハンソン首相や メッレル社会大臣の考えがあ 構築す る。 く方法を

った ことを分析 させ る。次 に,ス ウェーデ ン王国は,脱 工業化 に よる労 獲 得 す
働問題には国家が中心 となるべきだ とい う歴史的権力者の考え方に基 る 。

つ く福祉国家であるという歴史的認識を構築 させる。最後に,福 祉国家

は,歴 史的権力者の考え方に基づ く国家であり,家 族 ・企業 ・国家など

政策の主体を何にするかで,多 様に創 られてきたものであるという歴史

的認識を構築 させる。そして,私 達は 「福祉国家」に,労 働問題の解決
のために,家 族 ・企業 ・国家それぞれを重視する歴史的な考え方を結び
つけて使用 しているという社会的な認識を構築 させる。

5福 祉国家を これまで学習 した歴史的な考え方に基づく三つのタイプの福祉国家は

考える 現在 うまく機能 していないことを説明する。そして,日 本の限定正社員
の創設の政策などから①貧 しい労働者には生活のために,企 業でできる

だけ働けるように援助 しつつ,② 育児や介護から家族(女 性)が 自由に

なるように援助す る歴史的な考え方に基づかない新 しいタイプの福祉

国家が模索されていることを理解 させる。そのため,歴 史的な価値観に

基づかない新 しい 「福祉国家」の使用法を生徒に考えさせる。

終結単 1平 和塔と凱 広島市にある平和塔が以前は凱旋碑であったことを説明し,太 平洋戦争 戦争記念碑に 市民とし
一 　　　曇

兀:口 旋碑 後に凱旋碑が平和塔に変化 した理由を考えさせる。 刻まれた文字 て生徒が
説 「平 2日 露戦争の 広島市の平和塔の変化を考えるために,日 露戦争時に建てられた凱旋門 の使用法につ 社会問題
和 」 を 凱旋門 を調べ させ る。特 に,凱 旋 門には,明 治政府 が 「凱旋 」 とい う言葉 に よ いての歴史的 への対応

考える り英雄的なイメージを強調する目的があったことを理解 させる。そ し 認識に基づい を実践す

て,こ の目的の背景には明治政府が 日露戦争を肯定的に人々に記憶 さ て,歴 史的な る た め

せ,人 々を戦争に動員 しようとする考えがあったことを分析 させる。最 考え方を結び に,歴 史

後に,日 露戦争の凱旋門の文字 「凱旋」は,戦 争を肯定的に記憶 させ人々 つけた戦争記 的認識を
を戦争に動員 しようとす る歴史的権力者の考えに基づいて刻まれた と 念碑の文字に 社会的認
いう歴史的認識を構築 させる。 よって,私 達 識に再構

3第 一次世界 広島市の平和塔の変化を考えるために,第 一次世界大戦後に建てられた が戦争を肯定 築 し,言

大戦の無名 フランスの無名戦士の墓を調べ させる。特に,一 見追悼的である無名戦 的にも否定的 語やその

戦士の墓 士の墓 は,フ ランス政府 が 「名誉 ある戦死 」 とい う言葉 を刻 む ことで, にも記憶 させ 使用法へ

英雄的なイメージを想起するものへ転換する目的があったことを理解 られていると の関わち

させる。そして,こ の目的の背景にはフランス政府が第一次世界大戦を いう社会的認 方などの

肯定的に人々に記憶 させ,人 々を戦争に動員 しようとする考えがあった 識を構築 し, 方法を学

ことを分析 させる。最後に,フ ランスの無名戦士の墓の文字 「名誉の戦 自身の言語使 習 させる

死」は,戦 争を肯定的に記憶 させ人々を戦争に動員 しようとする歴史的 用 を反省す こ と で,

権力者の考えに基づいて刻まれたという歴史的認識を構築 させる。 る 。 そ し て, グ ローバ

4ベ トナム戦 広島市の平和塔の変化を考えるために,ベ トナム戦争後に建てられたべ 戦争を否定的 ル化 した

没者記念碑 トナム戦没者記念碑 と3人 の兵士像を調べ させる。特に,一 般の市民が に記憶 し,戦 社会に対

と3人 の兵 建設を望んだベ トナム戦没者記念碑には,戦 死した人名のみが刻まれた 争を反対する 応する市

士像 ことから,追 悼的なイメージを想起する目的があったことを理解する。 ための言語 と 民社会形

また,ア メリカ政府の支援により建設 された3人 の兵士像は英雄的なイ その使用法を 成の方法

メージを想起す る 目的があった ことを理解す る。 そ して,一 般 市民はべ 生徒それぞれ を追求す

トナム戦争を肯定的に記憶 させ ようとする政府に対 し,戦 争を否定的に が追究すると る 。

記憶 させ,政 府が人々を戦争に動員することを抑えようという考えがあ いう社会的認

ったことを分析 させる。また,ベ トナム戦没者記念碑の戦死者の氏名は, 識を再構築す

戦争を否定的に記憶させ平和を築きたい市民の考えに基づいて刻まれ る 。

たという歴史的認識を構築 させる。最後に,「凱旋」「名誉の戦死」など
の言葉を権力者が戦争記念碑に使用す ると,戦 争を肯定的に記憶 させ

人 々 を戦争 に動員 しよ うとい う考 え方 を強調す る。一方 で,「 平和」 な

どの言葉を市民が戦争記念碑に使用することで,戦 争を否定的に記憶 さ
せ戦争に反対す る考え方 を強調することができるとい う社会的認識を

構築 させ る。

5平 和を考え 広島市の凱旋碑が平和塔に変化 した理由を再度考えさせる。そして,平

る 和を実現する言葉やその使用法を生徒に考えさせる。
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解 く方法を獲得することを目標 としている。

　単元2「 言説 『宗教』を考える」は,小 単元1「 『宗

教』とは何か」,小単元2「イランにおけるイスラム教」,

小単元3「 アメリカのユダヤ ・キリス ト教的宗教」,小

単元4「 宗教を考える」の4つ の小単元で構成する。

単元は,イ ラン革命の指導者ホメイニ氏の統治論 とイ

ラン ・イスラーム憲法におけるイスラーム教シーア派

の国教条項,ア メ リカ大統領 リンカーンとブッシュ大

統領の演説 とユダヤ ・キ リス ト教的宗教の形成を主要

教材 として選択 し,言 語 「宗教」の使用法を反省 し,

宗教とい う言語が宗教ナシ ョナ リズムの問題を創 り出

し,ま た,そ の問題に対応 しようとした言語 として新

たに再構築できるように配列 している。その学習内容

は,宗 教は多様な歴史的権力者の考えに基づき,国 民

や市民をナショナ リズム化す る性質をもつように創 ら

れる場合があるとい う歴史的認識 を構築させ る。そし

て,私 達は 「宗教」にナシ ョナ リズムとい う歴史的な

考え方を結びつけて使用する場合があるとい う社会的

認識を構築 させ る。最後に,歴 史的な考え方に基づい

て使用され る宗教が,宗 教ナシ ョナ リズム問題の原因

であることから,歴 史的価値に結びつかない多元的宗

教を形成す るために,言 語 「宗教」の新 しい使用法を

生徒に考えさせ るものとなる。

　 このことから,単 元2の 教育内容は,「宗教」の言語

使用についての歴史的認識に基づいて,「宗教」は様々

な歴史的権力者のナシ ョナ リズム化 とい う考えに基づ

いて使用される場合があるとい う社会的認識を構築さ

せ,自 身の言語使用を反省 させ る。そして,宗 教ナシ

ョナ リズム問題を解決す るために,歴 史的な価値観に

基づかない 「宗教」の新 しい使用法を生徒に追究させ

るという社会的認識へ再構築するものとなる。つまり,

教育内容は社会問題の構築性を認識するために,社 会

問題を説明する言語を言語とその使用法に区別 し,歴

史的認識を社会的認識へ再構築する方法を学習させ る

ことで,グ ローバル化に直面す る国民国家の動揺とそ

の対応を言説 として読み解 く方法を獲得することを 目

標にしている。

　単元3「 言説 『福祉国家』を考える」は,小 単元1

「『福祉国家』とはどのような国家か」,小単元2「 ド

イツ帝国に基づく福祉国家」,小単元3「 アメリカ合衆

国に基づく福祉国家」,小単元4「 スウェーデン王国に

基づくの福祉国家」,小単元5「 福祉国家を考える」で

構成する。単元は ドイツ皇帝ヴィルヘルム1世 の演説

とビスマルクの社会保険,ア メ リカ大統領 フランクリ

ン=ロ ーズヴェル トの演説 と社会保障法,ス ウェーデ

ン首相ハンソンと社会福祉政策を主要な教材 として選

択 し,言 葉 「福祉国家」の使用法を反省 し労働問題に

対応 しようとした言葉 として新たに構築できるように

配列 している。その学習内容は,福 祉国家は歴史的権

力者の考え方に基づき,家 族 ・企業 ・国家など政策の

主体を何にするかで,多 様に創 られてきたものである

とい う歴史的認識を構築させる。そ して,私 達は 「福

祉国家」に,労 働問題の解決のために,家 族 ・企業 ・

国家それぞれを重視する歴史的な考え方を結びつけて

使用 しているとい う社会的認識 を構築させる。この歴

史的な考え方に基づ く福祉国家は,現 在 うまく機能 し

ていないので,① 貧 しい労働者には生活のために,企

業でできるだけ働けるように,② 育児や介護から家族

(女性)が 自由になるように援助する新 しいタイプの

福祉国家が模索されている。そのため,歴 史的な価値

観 に基づかない 「福祉国家」の新 しい使用法を生徒に

考えさせるとい うものになっている。

　 このことか ら単元3の 教育内容は,「福祉国家」の言

語使用についての歴史的認識に基づき,「福祉国家」に

は労働問題の解決のために,多 様な歴史的な考え方を

結びつけて使用 している とい う社会的認識を構築 さ

せ,自 身の言語使用を反省させる。そ して,労 働問題

を解決するために,歴 史的な価値観 に基づかない 「福

祉国家」の新 しい使用法を生徒それぞれに追究させる

とい う社会的認識へ再構築するもの となる。つま り,

教育内容は社会問題への対応の構築性を認識するため

に,社 会問題を説明する言語を言語 とその使用法に区

別 し,歴 史的認識を社会的認識へ再構築する方法を学

習させることで,グ ローバル化に直面する国民国家の

動揺とその対応 を言説 として読み解 く方法を獲得する

ことを目標 にしている。

　終結単元 「言説 『平和』を考える」は,小 単元1「 平

和塔と凱旋碑」,小単元2「 日露戦争の凱旋門」,小単

元3「 第一次世界大戦の無名戦士の墓」,小単元4「 ベ

トナム戦没者記念碑 と3人 の兵士像」,小単元5「 平和

を考える」の5つ の小単元で構成する。単元は広島市

の平和塔(日 清戦争凱旋碑),日 露戦争時に建て られた

東京新橋の凱旋門,第 一次世界大戦後にフランスの凱

旋門下に造 られた無名戦士の墓,ベ トナム戦争後に併

設されたベ トナム戦没者記念碑 と3人 の兵士像を主要

な教材 として選択 し,戦 争記念碑に刻まれた 「平和」

「凱旋」「名誉の戦死」などの言語の使用法を反省 し,

言語と戦争記念碑の関係や私達の戦争に対する記憶形

成の関係な どを新たに構築できるように配列 してい

る。その学習内容は,「凱旋」「名誉の戦死」などの言

語が,戦 争を肯定的に記憶させ人々を戦争に動員 した

い歴史的権力者 によって,戦 争記念碑に使用される場

合や,戦 争に反対する市民が 「平和」などの言語を戦

争記念碑に使用 し,戦 争を否定的に記憶させようとす
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る場合があったとい う歴史的認識 を構築する。そ して,

私達は,戦 争記念碑の様々な歴史的権力者の言語によ

って,戦 争を肯定的にもあるいは否定的にも記憶させ

られてきたとい う社会的認識を構築させ る。そして,

広島市の凱旋碑が平和塔に変化 した理 由や平和を実現

する言葉やその使用法を生徒に考えさせ るものにな

る。

　 このことから,終 結単元の教育内容は,戦 争記念碑

に刻まれた文字の使用法についての歴史的認識に基づ

いて,歴 史的な考え方を結びつけた戦争記念碑の文字

によって,私 達が戦争を肯定的にも否定的にも記憶 さ

せ られているとい う社会的認識を構築し,自 身の言語

使用を反省する。そ して,戦 争を否定的に記憶し,戦

争 を反対す るための言語 とその使用法を生徒それぞれ

が追究するとい う社会的認識を再構築す るものになっ

ている。つま り,教 育内容は,市 民として生徒が社会

問題への対応を実践するために,歴 史的認識を社会的

認識に再構築し,言 語やその使用法への関わ り方など

の方法を学習させ ることで,グ ローバル化 した社会に

対応する市民社会形成の方法を追究することを 目標 と

している。

　 この結果,本 カ リキュラムの 目標は,帝 国,国 民国

家,宗 教,福 祉国家,平 和などグローバル化による国

民国家の動揺やその社会で発生している問題を説明す

る言説を単元の主題 として選択 している。そして,言

説 を言語 と言語の使用法に区別 し,歴 史的認識を社会

的認識へ再構築するとい う方法を獲得 させている。 こ

のことから,本 カ リキュラムの内容選択原理は,グ ロ

ーバル化による国民国家の動揺やその社会で発生して

いる問題を言説 として構築す る方法的認識形成に基づ

いている。また,カ リキュラムは導入単元におけるグ

ローバル化に直面す る国家 ・社会を言説 として読み解

く本カ リキュラム全体の視点の形成,主 要単元1～3

におけるグローバル化に直面す る国民国家の動揺とそ

の対応を言説 として読み解 く方法の獲得,終 結単元に

おけるグローバル化 した社会に対応する市民社会形成

の方法の追求のように構成 している。 このことからカ

リキュラムの内容配列原理は,グ ローバル化による国

民国家から市民社会へと移行す るポス ト国民国家論に

基づくものになっている。

3.成 果 と課題

　 次世代 の生徒 は,グ ローバル化 した世界で生き るこ

とを要求 されてい る。 そのため,教 育においては,世

界に関す る学びを拡 張 させ,グ ローバル 人材 として活

躍 でき るよ うに生徒 を育成す ることが期待 され る。 生

徒 は,グ ローバル化 に よる国民国家の動揺や その社 会

で発生する問題の認識を深め,国 家や社会についての

問題解決を主体的に思考 し判断することが一層求めら

れるだろう。そこで,本 研究ではポス ト国民国家へ移

行する社会の認識を深めるための世界史カ リキュラム

の開発 とその特色について論究 した。

　次世代の世界史カ リキュラムは民族問題や宗教問

題,労 働問題な どの現代社会が直面する社会問題をカ

リキュラム構成の原理 としない。なぜなら,直 面する

社会問題は予測不可能であり構築的であるため,特 定

の社会問題の原因や価値対立,解 決方法な どを学習 し

ても社会問題の認識を深めることにな らないか らであ

る。そこで,開 発 したカ リキュラムは,グ ローバル化

による国民国家の動揺やその社会で発生 している問題

を説明する言説を単元の主題 として選択 している。そ

して,グ ローバル化による国民国家の動揺やその社会

で発生 している問題を言説 として認識する方法を構築

する方法的認識形成を内容選択原理とする。また,グ

ローバル化による国民国家か ら市民社会へ と移行する

ポス ト国民国家論を内容配列原理にしている。つまり,

本カ リキュラムの構成原理は,グ ローバル化による国

民国家の動揺やその社会で発生 している問題 を説明す

る言説に基づくものになっている。この結果,教 育内

容はカ リキュラムの構成原理に基づいて,開 発者の主

観により最適と考えられた社会問題 を説明する言説を

選択 し構成される。つねに開発者 ・授業者が構築 し直

していくカ リキュラムでもある。

　本研究では,ポ ス ト国民国家へ移行する社会を読み

解く次世代のカ リキュラムとして,言 説を構成原理 と

する世界史カ リキュラムの内容配列原理 と内容配列原

理を明 らかにし,具 体的なカ リキュラムの概要を示す

ことが出来た。 しか し,本 カ リキュラムの教育内容の

編成原理までは踏み込むことができなかった。また,

言説を構成原理 とする地理歴史科の編成についても言

及できなかった。今後は世界史カ リキュラムの構成原

理を精緻化するとともに,地 理歴史科カ リキュラムの

編成原理にまで発展できるかどうか追究 していきた

い。

註

1)ウ ル リッヒ ・ベ ックについての論考のために,ウ

　ル リッヒ ・ベック,鈴 木宗徳,伊 藤美登里編 『リス

　ク化する社会』岩波書店　2011,な どを参照 した。

2)池 野範男研究者代表 『現代民主主義社会の市民を

　育成す る歴史授業の開発研究』(平成13年 度～平成

　15年度科学研究費補助金研究成果報告書)2004,な

　 どを参照されたい。

3)導 入単元の学習指導案 と実践については,「社会形

　成をめざす世界史の導入単元の開発研究一単元 『言

一55一



説　 「帝国」を考える』を通 して一」 日本社会　科

教育学会 『社会科教育研究』第115号2010,を 参照さ

　れたい。

4)単 元1は,拙 稿 「世界史における現代世界形成原

理の学習一小単元 「国民国家を考える」を事例にし

　て一」全国社会科教育学会 『社会科研究』第59号

2003,で 論 じた授業を,言 説が認識できる授業へと

発展させ る。

5)単 元2は,拙 稿 「社会形成をめざす歴史授業にお

　ける発問構成の研究一世界史単元 『宗教を考える』

　を事例にして一」全国社会科教育学会 『社会科研究』

第72号2010,で 論 じた授業を,言 説が認識できる授

業へと発展させ る。

6)単 元3は,拙 稿 「歴史を手段化する教材構成原理

の究明一世界史単元 『工業化を考える～福祉国家を

視点にして～』を事例にして一」社会系教科教育学

会 『社会系教科教育学研究』第19号2007,で 論 じた

授業を,言 説が認識できる授業へ と発展させる。

7)終 結単元は,拙 稿 「Ⅱ　生徒 と共に創 る世界史授

業デザイン　11思考力 ・判断力 ・表現力をつける 『地

球世界の到来』授業モデル　戦争記念碑か ら戦争を

考えよう 【世界史B】」福井憲彦,田 尻信壼編 『歴史

的思考力を伸ばす世界史授業デザインー思考力 ・判

断力 ・表現力の育て方一』明治図書2010,で 論 じた

授業を,言 説が認識できる授業へ と発展させる。

一56一


